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研究成果の概要（和文）：研究課題に従い、震災・経済危機等の大規模ショックが経済に及ぼす影響について動学的マ
クロ経済学およびベイズ統計学の手法を用いて研究した。本研究により大規模ショックが経済成長を低下させることが
明らかになり、特に企業の多様性が低い経済で、経済成長率の低下は顕著であることが分かった。そのため、長期にお
いては企業の多様性を保持できる分断選択に意義があると分かった。

研究成果の概要（英文）：We analyze the effects of exogenous large shocks to the economy using dynamic 
macroeconomics and Bayesian statistics. Our research reveals the shocks cause the economic slowdown. The 
economic performance of the low firm-diversity countries is poorer than that of the high firm-diversity 
countries. We conclude that the significance of firm diversity in each country should not be ignored.

研究分野：マクロ計量経済学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 応募書類を執筆していた 2011 年は 3 月
11 日に東日本大震災が発生したばかりであ
り、またギリシャ政府の債務不履行（デフォ
ルト）の可能性が高まり、欧州のソブリン危
機が現実のものとなっていた。 
 
(2) また、日本経済は 1990 年代以降、ゼロ
下限制約（ゼロ金利制約）・デフレーション
が継続していた。さらに 2008 年の経済危機
（the great recession、大不況）後に、先
進国経済の多くが日本同様のゼロ下限制約
に抵触し始めていた。 
 特にアメリカ・ユーロ圏・英国は 1990 年
代の日本と同様に資産価格の急激な下落、不
良債権の増加、ゼロ下限制約、インフレ率の
急激な低下、失業率の急上昇等の困難に遭遇
しており、日本経済とこれらの先進国経済に
ついて研究することは重要な課題であった。 
 
(3) また、これらの危機・問題が日本経済・
世界経済を揺るがしており、それらが経済に
与える影響とそれらに対する対応策・政策提
言が求められていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は震災・ソブリン危機等を大規模
ショックと捉え、それらが経済にどのような
影響をおよぼすかを追求するものであった。 
 
(2) 特に近年発展の目覚ましいミクロ経済
学的基礎を有するマクロ経済学、ならびにベ
イズ統計学を用いてこれらの問題を分析し、
その解決策を探求することは喫緊の課題で
あった。 
 
３．研究の方法 
研究方法としてはミクロ経済学的基礎を有
する動学的マクロ経済学とベイズ統計学の
中でも時系列解析を得意とする粒子フィル
タを用いて研究を行う。 
 ミクロ経済学的基礎を有する動学的マク
ロ経済学は Ramsey モデルを基礎とした動学
的確率的一般均衡モデル（以下、DSGE）と
Ramsey モデルから派生する内生的経済成長
モデル等に分類される。本研究では DSGE と
内生的経済成長モデルを用いて総合的に研
究をすすめた。 
 また、近年発展の目覚ましいベイズ統計学
の中でもマルコフ連鎖モンテカルロ法や粒
子フィルタを用いて研究をすすめた。特に粒
子フィルタは、DSGE モデルを近似した結果か
ら構築される状態空間モデルを推定するの
に適しており、有望な手法である。 
 
４．研究成果 
研究成果は以下のようにまとめられる。 
(1) 本研究により大規模ショックが経済成
長を低下させることが明らかになり、特に企
業の多様性が低い経済で、経済成長率の低下

は顕著であることが分かった。そのため、長
期においては企業の多様性を保持できる分
断選択に意義がある。 
 矢野・岡田(2013)、Okada and Yano (2014a, 
2014b), Okada and Yano (2016)では内生的
経済成長理論における標準モデルであるシ
ュンペーター型内生的成長モデルに自然選
択に基づく企業の参入退出機構を導入した。
自然選択は生物学における進化論で用いら
れる考え方であり、それは安定化選択・方向
性選択・分断選択の 3タイプに分類される。 
 安定化選択は平均的な企業の生存確率が
最も高く、方向性選択はより生産性の高い企
業の生存確率が高く、分断選択は比較的生産
性の低い企業と比較的生産性の高い企業の
生存確率が高い。 
 矢野・岡田(2013)、Okada and Yano (2014a)
は彼らが開発した内生的成長モデルを用い
て、それぞれの選択タイプが経済成長にどの
ような影響を及ぼすかを解明した。 
 さらに Okada and Yano (2014b), Okada and 
Yano (2016)は経済に大規模な外生的なショ
ックが発生し経済環境が激変した場合に、経
済成長がどのように変化するかをモンテ・カ
ルロシミュレーションで明らかにした。 
 その結果、外生的ショック後、方向性選択
を採用した経済は環境の激変に対応できず
に急激な経済成長率の低下を示す。それに対
して、分断選択を採用した経済では外生的シ
ョック後も安定した経済成長を保持できる。 
 一見すれば、生産性の高い企業が生き残る
可能性が高くなる方向性選択が最も有利に
考えられる。しかし、Okada and Yano (2014b)
は外生的な経済環境の激変を考慮にいれれ
ば、分断選択の方が有利なケースがあること
を明らかにした。 
 また、Okada and Yano (2016)はそのフレ
ームワークを 2000 年から 2014 年までのユー
ロ圏に適用することで、現実の経済でも有効
であることを示した。彼らはHausmann (2011)
で発表された Economic complexity index（各
国の輸出財をバスケットとして財の多様性
を表す指数）がユーロ圏の経済成長率低下を
予測するのに有用であることを発見し、その
上で彼らのシミュレーションがその発見を
うまく説明することを示した。 
 以上の研究から、大規模ショックがあった
場合、経済における企業の多様性が重要な要
素であり、それらを無視することは得策では
ないとの政策提言をまとめることができた。 
 
(2) Yano(2015) は Ramsey solution 
(Stackelberg solution)をゼロ下限制約下の
動学的確率的一般均衡モデルに適用し、ある
条件下では、ゼロ下限制約下にあっても経済
が安定化する場合があることを示した。 
 また、矢野(2014b)により動学的確率的一
般均衡モデルを 1次と 2次のテイラー展開し
た式を粒子フィルタで推定することで効率
的に状態推定が可能であることが分かった。 



 
(3) Yano, et al.(2014)で、2012 年末から始
まるアベノミクス、2013 年 4月から始まる量
的・質的緩和により消費者物価指数（食料（酒
類を除く）及びエネルギーを除く総合、以下
コアコア CPI）でみたインフレ予想はプラス
0.5%まで上昇した。2013 年 2月まではコアコ
ア CPI でマイナス 1％弱のインフレ率であっ
たものが 2013 年中にプラス 0.8%程度のイン
フレに転換した。これは物価目標（インフレ
目標）に関する政府・日銀のレジーム・チェ
ンジ（政策ルールの変換）があったと考えら
れる。ただし、政府・日銀が掲げる物価目標
の 2%には未だ到達していない。そのため、さ
らなる政策が必要である。 
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